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１．令和７年度に市民参画手続を実施した施策  

NO 施策名 
参画手続実施

の根拠 

パブ 

コメ 

審議会

等 

意見 

交換会 

ワーク 

ショップ 
その他 
アンケート等 

1 あかしＳＤＧｓ後期戦略計画の策定 
条例第６条 

第２項第２号 
〇 〇  〇 〇 

2 
旧市立図書館跡地地域交流センターの

整備等に関する検討 

条例第６条 

第２項第４号 
〇   〇 ● 

3 
新大久保市民センターの整備等に関す

る検討 

条例第６条 

第２項第４号 
〇  〇 〇  

4 
西明石地域交流センターicotto の整備

等に関する検討 

条例第６条 

第２項第４号 
●   〇  

5 
新型インフルエンザ等対策行動計画の

改定 

条例第６条 

第１項 
〇     

6 第 2期公共施設配置適正化計画の策定 
条例第６条 

第２項第４号 
〇 〇  〇 〇 

7 
明石市ユニバーサルデザインのまちづ

くり実行計画の改定 

条例第６条 

第２項第２号 
〇 〇    

8 文化博物館のあり方検討 
条例第６条 

第２項第４号 
 〇  〇  

9 
水とみどりでつながる あかしネイチ

ャーポジティブ宣言 

条例第６条 

第２項第１号 
〇 〇    

10 生物多様性あかし戦略の改定 
条例第６条 

第２項第２号 
〇 〇  〇  

11 明石市公設卸売市場のあり方検討 
条例第６条 

第２項第４号 
 〇    

12 明石市第５次地域福祉計画の策定 
条例第６条 

第２項第２号 
〇   〇  

13 
地方独立行政法人明石市立市民病院の

再整備に係る基本方針の策定 

条例第６条 

第２項第４号 
〇  ● 〇  

14 明石市こども・若者計画の策定 
条例第６条 

第２項第２号 
〇 〇  〇 〇 

15 
明石市乳児等通園支援事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例の制定 

条例第６条 

第１項 
〇     

16 明石市景観計画の策定ほか 
条例第６条 

第２項第２号 
〇 〇  ● ● 

17 明石市耐震改修促進計画の改定 
条例第６条 

第１項 
〇     
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※●は令和６年度以前に実施済の手続 

 

 

❖ 各市民参画手法の実施状況 

政策等数 

：2０件 

市民参画手法 

パブコメ 
（意見公募） 

審議会等 
意見 
交換会 

ﾜｰｸ 
ｼｮｯﾌﾟ 

公聴会 
その他 

(アンケート等) 
計 

実施件数 16 件 10 件 1 件 10 件 － 4 件 41 件 

意見数 227 意見    －  227 意見 

参加者数 73 人 
109 人 

(委員数) 
42 人 820人 － 16,567 人 17,933人 

 

 

❖ 経年比較[実施件数比較] 

 

政策等数 

市民参画手法 

パブコメ 

（意見公募） 
審議会等 

意見 
交換会 

ﾜｰｸ 
ｼｮｯﾌﾟ 

公聴会 
その他 

(アンケート) 
計 

R7 20 件 16 件 10 件 1 件 10 件 － 4 件 41 件 

R6 21 件 17 件 13 件 3 件 11 件 － 7 件 51 件 

R5 18 件 16 件 11 件 4 件 3 件 － 10 件 44 件 

R4 17 件 17 件 12 件 8 件 － － 2 件 39 件 

  

18 
次期「明石市水道事業経営戦略」の策

定 

条例第６条 

第２項第２号 
 〇   〇 

19 明石市立学校施設長寿命化計画の改定 
条例第６条 

第１項 
〇     

20 
明石市火災予防条例及び同条例施行規

則の一部改正について 

条例第６条 

第１項 
〇     
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２．令和 7 年度の市民参画手続の実施状況について 

   

（１）市民意見の反映 

 令和７年度は幅広い市民が市政に参画し、その意向が市政へ反映される取組が多く見受けられました。 

 その象徴が「明石市こども・若者計画」の策定（p36）です。 

当該計画は、明石の将来を担う６歳～29 歳のこどもや若者が自ら手を挙げ「こども・若者会議メンバー」

となり、「今の明石のまちの好きなところ」や「もっとこうだったらいいな」と思うところなど９回の会議を

通じて対話を重ねました。 

また、会議が円滑に進むよう、会議前にワーキンググループを実施し、意見を出し合うなどの工夫をしたほ

か、市内のこども・若者を対象としたワークショップやアンケートを実施するなど、明石のこども・若者みん

なで計画を練り上げ、本市の行政計画として国に認可・策定された稀有な事例です。 

 

（２）参画機会の拡充と多様な参画手法の活用 

近年の社会情勢に合わせ、オンラインによる市民説明会や意見聴取等の手法も活用し、開催日時を休日や夜

間にも設定するなど、幅広い年代の方々が市政に参画できる機会を拡充する取組も増えています（p7 や p12

など）。 

個別施策については、パブコメやワークショップ、意見交換会等の複数手法を組み合わせながら、参画機会

の拡充に努めました。また、施策の立案前段階において、民間事業者や市民から本市の課題解決につながる提

案を募集・事業化を行う「民間提案制度」や「あかし共創プラットフォーム市民提案助成金制度」（p53）は、

これまで活用されていなかった市民参画条例上の「政策公募手続」であり、多様な参画手法を活用しながら市

民意見の反映に努めました。 

 

（３）市政に参画する市民の広がり 

 市政に参画しようとする新たな市民も育成されています。 

令和５年度から継続実施しているタウンミーティング等においては、地域別を含め幅広いテーマを設定する

ことにより、興味関心を持つ市民の裾野を広げ、対話の場への参加を促進するとともに、市全体に対話の輪を

広げるため、多くの市民ファシリテーターを養成するなど、参画機会の拡充と地域で活躍する市民の育成に努

めました（p52）。 

これらの取組を継続・発展させるため、令和７年度以降を「対話と共創の第２ステージ」と位置づけ、様々

な企業や学校、市民団体などと連携し、新しい価値を創りだしていく場として「あかし共創プラットフォーム」

を創設しました。 

そして、当該プラットフォームをはじめ、民間提案制度などを通じ、これまで明らかになった市民ニーズや

地域課題に、産・官・学・民が一体となってアプローチする取組みを進めています（p54）。 

 また、市民が市政に関心を持ち、関心を持つ市民が継続して参画して頂けるよう明石市公式 LINE 等により

市政に関する情報を発信するなど、関係性の構築にも努めました。 
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３．市民参画手続の実施詳細  
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市の最上位計画に位置付けられる行政計画として、自治基本条例に基づき、あかしＳＤＧｓ推進計画（明

石市第６次長期総合計画）（２０２２年度～２０３０年度）を策定し、また、この推進計画に基づき、計画期間

の後半の５年間（2026 年度～2030 年度）のまちづくりの戦略計画として、あかしＳＤＧｓ後期戦略計画

（明石市まち・ひと・しごと創生総合戦略（第３期））を策定しました。 

 

 2021

年度 

2022 

年度 

2023 

年度 

2024 

年度 

2025 

年度 

2026 

年度 

2027 

年度 

2028 

年度 

2029 

年度 

2030 

年度 

推進計画 
          

前期 

戦略計画 

          

後期 

戦略計画 

          

 

 

■これまでの経緯 

2024年 12月～１月 まちづくり市民意識調査 

2025年５月 22日 第１回あかしＳＤＧｓ推進審議会 

2025年５月 23日 まちづくりに対する市民意見聴取の実施（～９月３０日） 

※常設のオンラインフォーム 

2025年６月 26日 タウンミーティング「今の明石、これからの明石」開催 

2025年７月 12日 ワークショップ「これからの明石のまちづくり」開催 

2025年８月 26日 第２回あかしＳＤＧｓ推進審議会 

2025年 10月１日 後期戦略計画（素案）に対する市民意見募集の実施（～１０月３１日） 

2025年 11月 30日 第３回あかしＳＤＧｓ推進審議会 

2026年１月５日 後期戦略計画（案）に対するパブリック・コメントの実施（～2月 4日） 

2026年３月 後期戦略計画策定 

 

あかしＳＤＧｓ推進審議会で出た主な意見（開催回数３回） 

・ 子育て世代の人口流入など、現在の好調な明石のまちの状況を継続するためにも、引き続き、こども

を核としたまちづくりを重点的に推進してもらいたい。 

・ 現代社会において、心の豊かさを表すウェルビーイングを追求する視点が求められてくると考えられ

るので、後期戦略計画においてもウェルビーイングの観点を取り入れるべきである。 

・ 人口について、厳しい現実も記載した上で、それを踏まえた具体的な対応策を記載するべきである。 

・ 温室効果ガスの排出量は、実数値の把握に時間を要するものの客観的な指標である。 

・ こどもが夢や目標を持って成長できるまちとなることは、将来のこどもたちにとっても良いことであり、

指標として相応しい。 

・ 審議会などの様々な意見を踏まえて、計画（案）が作成されており、素案に比べて非常に分かりやす

く、理解しやくなった。 

あかしＳＤＧｓ後期戦略計画の策定 

策
定
作
業 

進
捗
管
理 

進
捗
管
理 

進
捗
管
理 

進
捗
管
理 

進捗 

管理 

進捗 

管理 
策定

作業 

市
民
意
識
調
査 

進捗 

管理 

進捗 

管理 

進捗 

管理 

進捗 

管理 

進捗 

管理 

次
期
計
画 

策
定 

あかしＳＤＧｓ推進審議会で実施 その他の手続で実施 

進捗 

管理 

企画・調整課 
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タウンミーティング・ワークショップで出た主な意見 

・ 子育て支援施策の継続に加えて、よりきめ細やかな取組を推進してほしい。 

・ 大蔵海岸など自然を活かした魅力を発信してほしい。 

・ 「対話と共創によるやさしいまちづくり」を全国に広げてほしい。 

・ 高齢者や障害者、こどもなど、世代間や地域を超えたつながりを持てるまちにしてほしい。 

 

パブリック・コメントの主な意見 

・ 将来を見据えて、人口が減少しても安心して暮らすことができる明石にしてほしい。 

・ 本当に困っている人・時間のない人・経済的、心理的に余裕のない人はタウンミーティングやワークシ

ョップに参加する余裕がないので、そういう人たちの課題や心配を知ることができ、対応できるよう細

やかな対話の場を作ってほしい。 

・ 新しいものを導入する前に、狭く危険な道路の整備を優先してほしい。 

 

■成果や意識した点 

 ・ 多様な方から意見を聞き、それらをできる限り反映したあかしＳＤＧｓ 

後期戦略計画が策定できました。 

・ 無作為抽出による市民 5000人（昨年度、まちづくり市民意識調査 

を送付した市民）を対象にタウンミーティングを開催し、市民意識調 

査では回答しきれなかった思いやアイデアについて対話しました。 

 ・ 審議会の開催前に、各委員に個別レクチャーを行うことで審議内容 

への理解を深めていただき、また、当日は分科会方式による意見 

交換の場を設けるなど、限られた時間でより多くの意見を交わし、 

議論が深まるように環境を整えました。 

 

＜採用した市民参画手法及び実施原則のチェックリスト＞ 

●意見公募手続（パブリック・コメント） 

１ 実施期間（原則３０日以上） 令和８年１月５日～令和８年２月４日 

２ 意見提出者数 ７人 

３ 意見数 33 件 

４ 実施公表方法（原則２以上） 市広報紙、市ホームページ、企画・調整課窓口 

行政情報センター、各市民センター、あかし総合窓口 

５ 結果公表方法（原則２以上） 市ホームページ、審議会への結果報告 

 

●審議会等手続 

１ 名称 あかしＳＤＧｓ推進審議会 

２ 開催日 第１回：令和７年５月 22日 

第２回：令和７年８月 26日 

第３回：令和７年 11 月 30 日 

３ 委員総数（原則 20人以内） 17 人 

４ うち公募委員（原則２割以上） 4 人 
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５ うち男女数（原則４割以上） 男性 9人、女性 8人 

６ うち障害者数（10人に１人以上） 2 人 

７ 委員名簿の公表（原則公表） 公表 

８ 会議の公開（原則公開） 公開 

９ 会議録の公表（原則公表） 公表 

 

●ワークショップ手続（タウンミーティング） 

１ 開催日 令和７年６月 26 日 

２ 参加者数 18 人（無作為抽出による市民 5000 人を対象） 

３ 実施の公表日（原則２週間前） 令和７年５月 19 日 

４ 実施公表方法（原則２以上） 郵送※ 

５ 結果公表方法（原則２以上） 市ホームページ、審議会への結果報告 

※未達成理由：無作為抽出による市民を対象とするため、対象者のみに郵送で案内した。 

 

●ワークショップ手続（ワークショップ） 

１ 開催日 令和７年７月 12 日 

２ 参加者数 26 人 

３ 実施の公表日（原則２週間前） 令和７年６月 16 日 

４ 実施公表方法（原則２以上） 市広報紙、市ホームページ、市 LINE 

５ 結果公表方法（原則２以上） 市ホームページ、審議会への結果報告 

 

●その他（意見募集） 

１ 開催日 令和７年５月 23 日から令和７年９月 30日 

２ 意見提出者・意見数 ９人・３８件 

３ 実施の公表日（原則２週間前） 令和７年５月 23 日 

４ 実施公表方法（原則２以上） 市広報紙、市ホームページ 

５ 結果公表方法（原則２以上） 市ホームページ、審議会への結果報告 

 

１ 開催日 令和７年 10 月１日から令和７年 10月 31 日 

２ 意見提出者・意見数 13 人・88 件 

３ 実施の公表日（原則２週間前） 令和７年 10 月１日 

４ 実施公表方法（原則２以上） 市広報紙、市ホームページ、企画・調整課窓口 

行政情報センター、各市民センター、あかし総合窓口 

５ 結果公表方法（原則２以上） 市ホームページ、審議会への結果報告 
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１ 目的・背景 

  県立明石公園内の旧市立図書館跡地について、長年、市立図書館として多くの市民の方々に親しまれ

てきた場所の魅力を高めることを目的に令和６年 10月に明石公園旧市立図書館跡地利活用計画を策定

し、設計業者を選定の上、（仮称）旧市立図書館跡地地域交流センター基本設計の作成に向けた取組を

進めました。 

 

２ これまでの経緯 

令和５年３月  都市公園法による設置許可期限満了 

令和５年１２月 旧市立図書館の撤去工程等に関する協議・調整を県に依頼 

令和６年５月１日 ＷＥＢアンケート実施(～５月２４日) 

令和６年５月１９日 第１回ワークショップ開催 

令和６年６月１日 第２回明石公園みんなのみらいミーティングにおいてワークショップ開催 

令和６年６月 明石公園旧市立図書館跡地利活用計画(素案)作成 

令和６年８月９日 第２回ワークショップ開催 

令和６年７月１５日 パブリックコメント実施(～８月１６日) 

令和６年９月 明石公園旧市立図書館跡地利活用計画(案)作成 

令和６年１０月 明石公園旧市立図書館跡地利活用計画策定 

令和７年３月 明石公園旧市立図書館跡地利活用計画一部変更 

令和７年７月２４日 (仮称)旧市立図書館跡地地域交流センター建設設計業務委託業者選定 

令和７年８月２日 第３回ワークショップ開催 

令和７年１２月 (仮称)旧市立図書館跡地地域交流センター建設基本設計(素案)作成 

令和７年１２月１５日 パブリックコメント実施(～令和８年１月２８日) 

令和８年１月１２日 
第６回明石公園みんなのみらいミーティングにおいてポスターセッション

及びワークショップ開催 

令和８年１月２４日 第４回ワークショップ開催 

令和８年度 
(仮称)旧市立図書館跡地地域交流センター建設基本設計(素案)修正案作成 

パブリックコメント実施予定 

 

３ 市民参画手続で出た主なご意見 

・自然観察、天体観測、屋外活動で利用 

・読書、学習、休憩、飲食、気軽に立ち寄れる居場所、世代間交流の場 

・災害時に人命を守る施設、備蓄倉庫、防災学習や体験の場 

・整備の必要性や計画の進め方、新施設の規模について 

・アクセス性や運営、持続可能性について 

 

（仮称）旧市立図書館跡地地域交流センターの 

整備等に関する検討 プロジェクト推進室 

02 
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４ 成果や意識した点 

・第６回明石公園みんなのみらいミーティングをあかし市民広場で開催しました。市民広場を通る人

の目に留まり、多様な世代の方から、多くのご意見をいただくことができました。 

・パブリックコメント、ワークショップでいただいた意見を踏まえ、基本設計及び実施設計の作成に取

り組んでいきます。 

＜採用した市民参画手法及び実施原則のチェックリスト＞ 

●意見公募手続（パブリックコメント） 

１ 実施期間（原則３０日以上） 令和７年１２月１５日～令和８年１月２８日 

２ 意見提出者数 １０人 

３ 意見数 ４３件 

４ 実施公表方法（原則２以上） 市ホームページ、市広報紙、プロジェクト推進室、行政情報

センター、市民センター、あかし総合窓口、明石公園管理事

務所、花と緑のまちづくりセンター、県立図書館 

５ 結果公表方法（原則２以上） 市ホームページ、プロジェクト推進室窓口 

 

●ワークショップ手続 

１ 開催日 令和７年８月２日(第３回ワークショップ) 

２ 参加者数 ３１人 

３ 実施の公表日（原則２週間前） 令和７年７月１０日 

４ 実施公表方法（原則２以上） 市ホームページ、市広報紙、プロジェクト推進室、行政情報

センター、市民センター、あかし総合窓口、明石公園管理事

務所、花と緑のまちづくりセンター、県立図書館 

５ 結果公表方法（原則２以上） 市ホームページ、プロジェクト推進室窓口 

 

１ 開催日 令和８年１月２４日(第４回ワークショップ) 

２ 参加者数 ２８人 

３ 実施の公表日（原則２週間前） 令和７年１２月１５日 

４ 実施公表方法（原則２以上） 市ホームページ、市広報紙、プロジェクト推進室、行政情報

センター、市民センター、あかし総合窓口、明石公園管理事

務所、花と緑のまちづくりセンター、県立図書館 

５ 結果公表方法（原則２以上） 市ホームページ、プロジェクト推進室窓口 
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１ 目的・背景 

大久保駅周辺市有地の利活用に関する全体構想（以下「全体構想」という。）を踏まえ、大久保

市民センターの移転整備に向けて、新大久保市民センターの整備に関する基本計画（以下「基本計

画」という。）を策定するとともに、次のステップである基本設計につなげていくためのアイデア

を把握する。 

 

 

２ 経緯 

令和６年度 

令和７年１月 18日 大久保駅周辺市有地の使い方を考えるワークショップを開催 

令和７年３月 全体構想を策定 

令和７年度 

令和８年１月５日～ 

２月５日 

基本計画（素案）に対するパブリックコメントを実施 

令和８年２月１日 
基本計画（素案）についての説明会と、大久保地域の暮らしと交流の新た

な拠点について考えるワークショップを開催 

令和８年度 

令和８年４月 基本計画を策定 

現在 

基本計画に基づき、公民連携手法を活用し、新大久保市民センターを整備

する事業者を選定するなど、大久保地域の暮らしと交流の新たな拠点の整

備に向けた取組を進めています。 

 

 

 

  

新大久保市民センターの整備等に関する検討 
プロジェクト推進室 
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移転 

新大久保市民 

センター用地 
現大久保市民 

センター敷地 
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３ 市民参画手続で出た主なご意見 

パブリックコメント 

及び説明会 

基本計画（素案）について 

・多様な用途で使いたい。将来的な用途変更に対応できるようにしたほうがい

い。 

⇒いただいた意見を踏まえて、基本計画に反映しました。 

・公民連携手法の活用にあたっては近隣住民への安全面や環境面の配慮が必

要だと思う。 

⇒いただいた意見を踏まえて、基本計画に反映しました。 

・駐車場はしっかりと確保してほしい。 

⇒現大久保市民センターの駐車場の利用状況調査に基づき、一定の規模の駐

車台数を確保できていると考えており、イベント開催時などについては、駅

に近くなることを活かした多様な交通手段の活用や、周辺の民間駐車場との

連携など、施設の管理運営の中で対応を検討していくこととしました。 

・現在の時間貸し駐車場が無くなると駅北側の駐車場が不足するのではない

か。 

⇒大久保駅周辺の駐車場の需要動向や民間駐車場の整備状況を注視してい

くこととしました。 

・併設する民間施設は共同住宅と想定するとのことで、こどもが増えると思う

が対応はどうするのか。 

⇒所管部局と連携しながら状況を把握し、対応を検討していくこととしまし

た。 

  

ワークショップ 次の基本設計につなげていくためのアイデアについて 

（行きたくなる・過ごしたくなる新市民センターは 

どんな拠点ですか？） 

・みんなで交流できて、出会いがある場所 

・みんなにとってやさしい場所 

・誰もが気軽に立ち寄れる場所 

・用事が無くても過ごせる場所 

（上記を実現するためにこんな場所だったらいいな） 

○交流機能 

・フリースペースがあれば    ・目的に特化した部屋があれば 

・自習室・勉強スペースがあれば ・飲食できるように 

・利用しやすい会議室があれば  ・図書機能があれば 

・スポーツ観戦や娯楽でも使えるといい。 

・屋上が使えれば        ・情報収集ができれば 

・アートや鑑賞スペース、ギャラリーなどがあれば 

○窓口機能・福祉機能 

・使いやすい窓口機能を     ・福祉の相談サポート機能が大切 
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○施設全体 

・カフェがあれば        ・大久保駅東公園の活用を 

・イベントの開催を       ・ごちゃまぜな空間がいい。 

・バリアフリーでインクルーシブな空間に 

４ 成果や意識した点 

・市民と一緒になって大久保地域の暮らしと交流の新たな拠点となる新大久保市民センターにつ

いて考えることができました。 

・いただいた意見を踏まえて作成したことで、市民ニーズを反映した基本計画が出来上がりまし

た。 

・今後も市民の意見を聞きながら、新施設の整備に向けて取り組んでいきます。 

 

＜採用した市民参画手法及び実施原則のチェックリスト＞ 

●意見公募手続（パブリックコメント） 

１ 実施期間（原則３０日以上） 令和８年１月５日～令和８年２月５日 

２ 意見提出者数 ５人 

３ 意見数 24 件 

４ 実施公表方法（原則２以上） 市広報紙への掲載 

市ホームページへの掲載 

プロジェクト推進室窓口・行政情報センター・あかし総合窓

口・市民センター・サービスコーナーに資料設置 

５ 結果公表方法（原則２以上） 明石市公告式条例（昭和 25 年条例第 10 号）第２条第２項

に規定する掲示場への掲示、市ホームページへの掲載 

 

●意見交換会手続 

１ 開催日 令和８年２月１日 

２ 参加者数 42 人 

３ 実施の公表日（原則２週間前） 令和８年１月１日 

４ 実施公表方法（原則２以上） 市広報紙への掲載・市ホームページへの掲載 

５ 結果公表方法（原則２以上） 明石市公告式条例（昭和 25 年条例第 10 号）第２条第２項

に規定する掲示場への掲示、市ホームページへの掲載 

 

●ワークショップ手続 

１ 開催日 令和８年２月１日 

２ 参加者数 42 人 

３ 実施の公表日（原則２週間前） 令和８年１月１日 

４ 実施公表方法（原則２以上） 市広報紙への掲載・市ホームページへの掲載 

５ 結果公表方法（原則２以上） 明石市公告式条例（昭和 25 年条例第 10 号）第２条第２項

に規定する掲示場への掲示、市ホームページへの掲載 
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